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研究の要約
第 15期中央教育懇親会の答申には､これからの学校教育の目指す方向として ｢ゆ
とりと生きる力｣の育成を基本とすることが示された｡これを受けて､教育課程審議会
が中間まとめでは､昇数科の年間授業時間数が20時間から25時間を削減する案が打
ち出されたO確かに時間的な ｢ゆとり｣が生まれるが､安易な考えで指串内容を削減す
れば､算数科で受け持つところの､自ら学び､自ら考える力などの ｢生きる力 ｣の育成
ができなくなるのではないかと危快されるo
計算については､日本数学教育学会から1997年3月に ｢桁数の多い四則計算や複
雑な四則混合計算の指導を軽減する｣という提言がなされ､筆者も岡山大学界数 ･数学
教育芋会誌 『パピルス』第4号 (1997)に､整数の加法 ･乗法の計算は2位数同士
の計算に重点を置く (減法､除法はその逆)という私案を提言した｡
本研究では､｢整数の計算の指導内容｣の厳選を受けて､｢小数の計算の指導内容｣の
厳選を如何に図るべきかについて考察するo
1 はじめに
中央教育審議会答申の ｢ゆとりと生き
る力｣の意図実現の教育をするためには､
指導内容の厳選を如何にするかが､成否
の鍵を握っていると考える｡
｢数と計算｣の領域の計算に限って考
えても､桁数の多い計算や複雑な計算の
複雑な混合計算は､電卓やコンピュータ
の普及著しい今日､こうした計算技能習
得の教育的価値は､社会的な必要性が相
対的に低下したとして受け止めることが
できる｡こうした背景にあって､教育課
程審議会の ｢教育課程の基準の改善の基
本方向について (中間まとめ)｣の中に
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も､許数 .数学の厳選例の-つに ｢複雑
な計第技能の取り扱いを軽減｣という方
向が明示されている｡
確かに､いたずらに複雑な計算を取り
扱うべきではないと考えられる｡しかし､
コンピュータや電卓が如何に普及しよう
とも､韮本的な計算は､数概念を形成し
たり､数や計算の原理や法則を理解 した
りする上で必要であるばかりではなく､
日常生活を ｢よりよく生きる｣ためにも
必要であると考えられる｡
小数の計算の厳選を考える上では､小
数の計算の基本的指導内容は何か､桁数
の多い小数の計算は取り扱わないなら､
何桁までの小数の計算を取り扱うのかな
ど､具体的に踏み込む必要がある｡
そこで､この研究では､整数の四則計
算では､加法､乗法については2位数同
士の計算まで習熟を図ればよい (減法 ･
除法はその逆ができればよい)という私
案を前提として､新しい ｢小数の計罪｣
について､次の畔項を検討する｡
◇どの学年の､何を厳選すれば
よいのか
◇どの学年の､何を重点化すれ
ばよいのか
2 小数の計算指導内容を厳選 ･重点化
する観点
教育課程蕃識会は､授業時数の縮減の
程度以上の削減を目指すという｡このこ
とから､現行の指輯内容の厳選は大胆に
行われるものと考えられる｡
指導内容を厳選する成功の鍵は､どん
な観点から厳選するのか､その観点の設
定にある｡
そこで.小数の計罪の指導内容を厳選
する観点として､次の観点を設定した｡
○指導内容が学年の児正が理解でき
るものになっているか｡
○チビも自らが思考を進めて､′ト数
の概念を形成したり､小数の計舞
の原理 ･法則を坪解したりする上
での､基礎的 ･基本的な計舞内容
になっているか｡
O t生きる力｣の育成と関連 して､
実生活に生きて働く基礎的 ･基本
的な技能としての計算指導内容に
なっているか｡
3 厳選の対象として考案すべき小数の
計算内容
初めに厳選の対象として考察すべき小
数の計算の指導内容とは何かを明らかに
しておく必要がある｡
小数の計算の指導内容としては､片桐
重雄氏の説により､次の3項目とした｡
○小数の計算の意味
○小数の計算の仕方
○ノト数の計算の習熟
4 小数の計算の意味に関する厳選
と重点化
小数の計算の意味としては､次の4項
目がある｡
･加法意味
･減法の普味
･乗法の意味
･除法の意味
現行の指導要領では､小数の加法 .減
法については､第3学年から取り扱うよ
うになっているBまた､小数の乗法 ･除
法は､第4学年で乗数や除数が整数の場
合を､第5学年で乗数や除数が小数の場
合を取り扱うようになっている｡
(1) ′｣､数の加法 ･減法の意味
小数の加法 ･減法の意味については､
現行の指革要領では､第3学年で取り扱
うようになっている｡
〔第3学年〕
2 内容 A 数と計算 (5)
簡単な場合について､小数及び
分数について知り､それらを適
切に用い､漸次それぞれのよさ
が分かるようにする｡
イ 小数及び分数についても加法
･減法ができることを知ることO
｢加法 ･減法ができること｣ではなく､
｢加法 ･減法ができることを知ること｣
と示されている点に注目する必要があ
る｡これは､主要なねらいは小数の加法
性を捉えさせることにあり､小数の数概
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念を形成することに重要視していると考
えられる｡
ここで､厳選の観点から考察したいの
は､第4学年でも小数の概念を深めるた
めに加法 ･減法を取り扱い､スパイラル
に小数の加法 ･減法を取り扱う必要があ
るのかということである｡
優数と同じ十進位取り記数法にある小
数を､細切れにスパイラルで指導するの
は､本当に小数の数概念を形成する上で
有効なのであろうか｡
そこで､私は次のように提言したい｡
【提言 1】
○現行の第3学年で扱う小数第1位の
簡単な小数を第4学年に移行 し､第
4学年で小数第 1位から小数第3位
までの小数を統合的に取り扱う｡
○小数の加法 ･減法を取り扱う目的を
小数の数概念を深めるためとし､そ
の徹底化を図る｡
スパイラル方式をやめ､小数の概念を
深めるために､小数の加法 ･減法ができ
ることを取り扱うのである｡
理由は､小数第 1位から小数第3位ま
でを統合的に取り扱った方が､十進位取
り記数法に基づく小数の数概念が形成L
やすいというよさがあると考えるからで
ある｡
また､小数の加法､液法の計算の仕方
の理解は重視し､実生活における価値も
低下してきた計算の習熟は大幅に軽減す
ればよいと考えるからである｡
闇艦点としては､第3学年まで小数を
取 り扱わなくてもよいかと言 う点があ
る｡ しかし､小数の敬概念を取り扱うの
は､整数の数概念が一一応完成する第4学
年からでもよいし､実生活でも困るよう
なことはないと考える｡
(2)小数の乗法 ･除法の意味
現行の指導要領では､乗数や除数が整
数である場合は､第4学年で取り扱うよ
うになっている｡
第4学年
2 内容 A ｢数と計算｣(5)
ウ 乗数や除数が整数の場合の
乗法及び除法ができること
また､第5学年では､乗数や除数が小
数である場合を取り扱うようになってい
る｡
第 5学年
2 内容 A ｢数と計算｣(3)
小数の乗法及び除法の意味につい
ての理解を深め､それらを用いる
能力を伸ばす｡
ア 乗数や除数が小数である場合
も含めて､乗法及び除法の意
味をまとめること｡
小数の除法及び除法の指導内容の厳選
と慮点化を考えるに当たっては､現行の
分数の乗法 ･除法の取り扱いと対比して
検討する必要がある｡
これまで､分数の乗法 ･除法は第5学
年と第6学年に分散し､スパイラルに指
導していたものを､現行の指導要領から
第6学年で乗数や除数が軽数の場合と分
数の場合を統合的に取り扱 うことにして
いる｡
これと同様に考えれば､小数の乗数 ･
除数も､乗数や除数が整数の場合と小数
の場合を統合し､第5学年で取り上げる
のが妥当性があると考えられるO
そこで､次のように提言する｡
【提言2】
○小数の乗法や除伍について､乗
数や除数が整数の場合と小数の
場合を統合的に第5学年で扱う｡
勿論､これでは第5学年の指導内容が
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現状では丑的に多すぎるという危快もあ
ろうが､計第の習熟面を軽減すれば対応
できると考えるO
また､第5学年に移行することで､第
4学年で整数について乗法 ･除法を一応
完成し､その発展として､第5学年は小
数の計許､第6学年では分数の計範を指
導することにすれば､指導の系統もすっ
きりすると考える｡
乗数や除数が小数になると､整数の乗
法 ･除法のように加法や減法の考えによ
っては説明できないので､児歳にとって
抵抗の大きい学習内容となっている｡
そこで､乗法で言えば､整数の乗法の
意味を (基準の大きさ)× (割合)で (割
合に当たる大きさ)を求める場合に用い
るというように､乗数が整数の場合から
小数の場合-と意味を拡張することに｣
指導の重点がある｡｡
なお､除法の場合は､乗法の逆として
藩味を拡張することになる｡
5 小数の計券の仕方に関する厳選と
重点化
小数の計算の仕方に関する指導内容と
しては､
○計芽の仕方理解
○計器の習熟
の2面があるD
前肴は､主として ｢知識･理解Jに関
する指蒋内容であり､後者はl計許技能｣
に関する指導内容である｡
小数の計算の仕方では､総論として次
のように理言 したい｡
【促雷 3】
○小数の計算の習熟を軽減する｡
提言3の詳細については､以下論述す
る｡
(1)小数の加法･減法の計算の仕方
小数の加法 ･減法の計欝は.現行の指
導要領では次のようになっている｡
【第 3学年〕
2 内容 A 数と計算 (5)
簡単な場合について､小数及び
分数について知り､それらを適
切に用い､漸次それぞれのよさ
が分かるようにする｡
イ 小数及び分数についても加法
･減法ができることを知るこ
と｡
(第4学年]
2 内容 A ｢数と計算｣(5)
小数の悪味についての理解を深め､
小数の計算ができるようにする｡
イ 小数の加法･減法ができるこ
と｡
現行では､第3学年で､小数の数範囲
を小数第1位とし､第4学年では小数第
3位まで拡張し､小数の加法 ･減法の計
欝について完結するようになっている｡
第3学年で小数の加法 ･減法は､小数
の数概念を形成するために取り扱 うよう
になっている｡いわゆる小数の加法性に
盾目させるためである｡小数の教範柵が
小数第3位に拡張された場合も､同様に
小数の概念を深めるため､加法 ･減法を
取り扱う必要があると考えられるO
問題点は､
○小数の加法 ･減法を習熟を図る
必要があるのか
○習熟を図るのであれば､どの位
までの計算が必要か
である｡現行の指導要領の文語には ｢小
数の加法･減法ができること｣と明示さ
れてるOこれを額面通り受け止めれば､
小数の加法 .減法計篤について習熟を図
る必要があるということになるD
しかし､私は､次のように提言したい｡
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【提言4】
○現行の第3学年と同様の趣旨で､
小数の概念を深めるために､小数の
加法 .減法を取り扱 うこととするO
すなわち､指導目標を､
｢小数の加法及び減法ができることに
ついての理解を深めること｣
とし､指導の重点を小数の概念形成を深
めることの徹底化を図りたいのである｡
理由は､
･現行のように第3学年と第4学
年にまたがってスパイラルに取
り扱 うよりは､第4学年で統合
的に取り扱った方が､十進位取
り記数法のよさが分かりやすく､
小数の概念形成がしやすいと考
えられること｡
･コンピュータや屯卓の普及著 し
い今 日､小数の計算技能を身に
つける教育的価値は相対的に低
下したと考えられること｡
である｡
(2)小数の乗法･除法の計算の仕方
ア 乗数や除数が整数の場合と
小数の場合の統合
乗数や除数が並数である場合の小数の
乗法･除法の計算の仕方については､現行
の指導要領では､
第 4学年
2 内容 A ｢数と計算｣(5)
ク 乗数や除数が整数の場合の
乗法及び除法ができること
と示 しているO
また､第 5学年では､
2 内容 A ｢数と計算J(3)
小数の乗法及び除法の意味につい
ての理解を深め､それらを用いる
能力を伸ばす｡
イ 小数の乗法及び除法の計算の
仕方について知ること｡
と示している｡
小数の除法及び除法の厳選に当たって
は､分数の乗法及び除数に準じて､乗数
や除数が整数の場合と分数の場合を統合
的に取り扱うことを促音した (擾言2参
鰭)0
(イ)小数の乗除計芽の習熟の軽減
小数の乗除の計罪の習熟に悦しては､
小学校指導要領 第3指導計画
の作成と各学年にわたる内容の
取り扱い (5)
rA数と計算｣の小数及び分数の計
芽の指串については､複雑な計井
は避け､計算の唐味やその仕方に
ついての理解を確実にするように
すること｡
と明示している｡
小数の乗法､除法の計舞では､十進位
取り記数法のよさを生かして､小数の乗
法､除法の計算の仕方を兄いだすことに
重点を置き､その理解の徹底を図る必輩
がある｡
･4.3×5.6の計算の仕方
米lo-I-
米lo---
一一一‡100--
そこで､小数の乗法 ･除津計算につい
ては次のように提言 したいO
【提言5】
○小数の乗法 ･除法の意味と計算
の仕方の理解について重点を置
き､計算の習熟を軽減するC
なお､十進位取り記数法に基づく計算
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の仕方の理解を重視する考えを踏まえ
て､次のような新傾向の問題を取り扱い
たい｡
- 新傾向の問題 -----I----1-
0 43×56-2408です｡
0.43×5,6は,
いくらでしょう｡
0 2408÷56-43です｡
24,08÷0.56は,
いくらでしょうO
6 見積もり･屯卓活用の重視
これまでの論述では､｢小数の計算技
能の低下を招く｣という危快があり､こ
の面をどう補完するのかということが開
襟点となるB
この間箇点をどう解消すればよいか
は､次の点を提言したい｡
【提言6】
○小数の乗法 ･除法の学習後は､
適宜見積もりや電卓を用いるよ
うにすること
｢見積もり｣と ｢竜卓の活用｣に並点を
隈いて指導をしておけば､小数の計算の
習熟を図らなくても実生晴で不都合は起
こらないと考える｡
(1)小数の計昇の見積もり
見横もりについては､整数の場合につ
いて､次のように示されている｡
第 5学年
2 内容 A 数と計算
(5)目的に応じて､槽､商を概
数で見横もるなど概数を用いる
能力を伸ばす｡
小数の計昇の見積もりでも､加法 ･減
法よりも､小数の乗法 ･除槙の見積もり
に指導の重点を隆く必要がある｡
理由は､加法 ･減法に比べて､乗法 ･
除法の方が大きな誤りをするかも知れな
いからである｡
小数の乗法 ･除法の計算の見積もりで
は､次の2つの指導内容を重点化する必
要があると考える｡
○乗数 ･除数<1,乗数 ･除数<1
のときの､積 ･商と被乗数 ･被除
数の大小判断できるようにするこ
と｡
○小数の乗法及び除法の積､商を見
積もること
(2)電卓の活用と見積もり
ノト学校指導曹算数編の ｢各学年にわた
る内容の取り扱いと指尊上の留意点(6)
そろばんの､塩卓活用について｣には､
(6)･･(前略)･計算の負担を軽減
し､指串の効果を高めるため､そろ
ばんや電卓を第5学年以降に置いて
適宜用いさせるようにすること､そ
の際､概算などによって､計諒の結
果の見積もりをしたり､計算の確か
めをしたりする場面を適切に設ける
ことにも留意することD
と明示している｡
小数の計算の習熟の軽減に対応するた
めには､積 ･商の見当を付けてから屯卓
で詳しい積 ･商を求めたり､逆に屯卓で
詳しい横 ･商を求めてから､研 ･商の確
かめたりする場を､適時設け留必要があ
るCそして､漸次､適切に数処理できる
力を伸ばすことを重視する必要がある｡
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資料 ｢小数の計算の指導内容｣の厳選に関する私案
辛午 現行の指溝要領 提言案
第 2 内容 浦肺単な小数は､第 4学年に移行 し､小
3 A 数と計算 (5) 数第 1位から第 3位までの小数を統合
学 イ 小数及び分数についても加法及 的に取り扱 うo
午 び減法ができることを知ること
第 1 目標 1 目標
(1)- 小数及び分数について加法 . (1)..oまた､小数及び分数についても
減法を用いることができるようにする.2 内容A 数と計井 加法及び減法ができることを知 り､それらを用いること ようにする02 内容
(5)小数の意味をついての理解を深 A 数と計算
4 め､小数の計算ができるようにするo (5)小数及び分数について知 り､それら
学 イ 小数の加法及び減法ができるこ を適切に用い､漸次それぞれのよさが分
午 とo かるようにするo
ウ 乗数や除数が盤数の場合の乗法及 イ 小数の加法及び減法ができることを
び除法ができること凸 知り､計算の仕方について知ることo※ウについては､5年 移行するo
罪 1 目標 1 目標
5 (1)小数の乗法及び除法の藩味を理 (1)小数の乗法及び除法の意味を理
辛 解 し､小数及び分数について計葬 解 し､小数及び分数について計算
午 できるようにするとともに､事象 できるようにするとともに､事象
の考察に活用できるようにする.2 内容A 数と計算 の考察に活用できるようにする02 内容
(3)小数の乗法及び除法の意味につ A 数と計井
いての理解を深め､それ らを席 (3)小数の乗法及び除法の意味につ
いる能力を伸ばす○ いての理解を深め､それらを用い
ア 乗数や除数が小数である場合も る能力を伸ばすu
含めて､乗法除法の意味をまと ア 乗数や除数が､整数や小数である場
めること○イ 小数の乗法及び除法の計算の仕 合も含めて､乗法除法の督味をまとめることoイ 小数の乗法及び除法の計算の仕につ
方について知ること○ウ 小数の乗法及び除法についても､ いて知ること○ウ 小数の乗法及び除法についても､整数の場合 と同じ関係や法則が成 り立
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